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令
和
六
年
六
月
十
六
日

第
二
十
号

ま

め

び

と

岩
國
白
蛇
神
社
崇
敬
会
会
報

◎
今
年
（
一
～
五
月
）
に
斎
行
さ
れ

た
祭
典
と
行
事

【
月
次
祭
】
令
和
六
年

〈
一
月
〉
六
日
・
三
十
日

〈
二
月
〉
十
一
日
・
二
十
三
日

〈
三
月
〉
六
日
・
三
十
日

〈
四
月
〉
十
一
日
・
二
十
三
日

〈
五
月
〉
五
日
・
二
十
九
日

※

月
次
祭
へ
の
参
列
延
べ
人
数
百
六
十
六
名

【
一
月
】
令
和
五
年
度

歳
旦
祭(

一
日
六
名
）
・
元
始
祭(

三
日
三
名
）

【
二
月
】

節
分
祭(

三
日
三
十
五
名)

・
紀
元
節
祭(

十
一
日

二
十
八
名
）

祈
年
祭(

十
七
日
三
名)

）
・
天
長
祭
（
二
十
三

日
十
二
名
）

【
四
月
】
令
和
六
年
度

昭
和
祭(

二
十
九
日
二
名
）

会
計
監
査
（
二
十
五
日
三
名
）

【
五
月
】

第
十
四
回
総
代
会
（
十
一
日
十
三
名

）

【
例
祭
】
十
二
年
祭

令
和
五
年
十
二
月
十
六
日
午
前
十
時
、
守
川
総
代

長
以
下
十
名
の
総
代
に
、
森
橋
崇
敬
会
会
長
、
吉
川

家
事
務
所
所
長
、
岩
国
商
工
会
議
所
会
頭
の
方
々
等
、

お
よ
そ
四
十
名
の
参
列
者
が
拝
殿
に
待
機
す
る
な

か
、
典
儀
の
参
進
太
鼓
の
合
図
で
宮
司
以
下
三
名
の

祭
員
が
入
場
し
祭
典
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

修
祓
、
宮
司

一
拝
、
御
扉
開

扉
、
献
饌
、
祝

詞
奏
上
、
奉
納

舞
、
玉
串
拝
礼
、

撤
饌
、
御
扉
閉

扉
、
宮
司
一
拝
、

閉
式
の
辞
、
宮

司
挨
拶
、
崇
敬

会
会
長
挨
拶
と

恙
な
く
祭
典
は

終

了

し

ま

し

た
。
宮
司
か
ら

は
再
来
年
の
巳

年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
こ
の
一
年
間
の
準
備
が
重

要
で
あ
る
等
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

【
紀
元
節
祭
】二
月
十
一
日

今
年
の
建
国
記
念
祭
は
日
曜
日
と
巳
の
日
が
重
な

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
参
列
者
で
拝
殿
は
賑
は

ひ
ま
し
た
。
祝
詞
奏
上
に
続
い
て
、
巫
女
が
「
榊
舞
」

を
、
光
洋
吟
道
会
が
「
名
槍
日
本
号
」
を
、
そ
し
て
、

参
列
者
全
員
で
「
紀
元
節
の
歌
」
を
そ
れ
ぞ
れ
奉
納

し
ま
し
た
。
最
後
の
宮
司
挨
拶
で
は
、
わ
が
国
の
誕

生
日
を
政
府

が
主
催
し
て

お
祝
ひ
で
き

な

い

こ

と

や
、
ほ
と
ん

ど
の
高
校
生

が
建
国
の
歴

史
を
正
し
く

教
え
ら
れ
て

ゐ
な
い
こ
と

等
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。

学
校
教
育
で

の
「
日
本
を

取
り
戻
す
」

事
も
喫
緊
の

課
題
で
あ
り
ま
す
。

【
第
十
四
回
神
社
総
代
会
】

五
月
十
一
日
、
当
神
社
崇
敬
会
会
長
森
橋
宏
之

氏
を
来
賓
と
し
て
お
招
き
し
、
全
総
代
十
八
名
中

十
名
の
総
代
の
出
席
を
得
て
、
第
十
四
回
総
代
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
田
宮
司
と
森
橋
会
長
挨
拶
の
後
、
宮
司
が
議

長
を
務
め
、
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
の
祭
典･

行
事･

会
計
の
報
告
が
さ

れ
、
守
川
責
任
役
員
か
ら
監
査
報
告
が
行
は
れ
ま

し
た
。

続
い
て
、
今
年
度
の
祭
典･

行
事
の
予
定
と
、

予
算
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

尚
、
来
年
に
は
巳
年
を
迎
へ
る
こ
と
で
、

初
詣
等

で
は
例
年
の
数
倍
も
の
参
詣
者
が
考
へ
ら
れ
、
そ
の
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対
応
策
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
駐
車
場
に
つ
い
て
の
課
題
が
大
き
く
、
対
策

委
員
会
を
設
け
る

事
等
が
決
め
ら
れ

ま
し
た
。

崇
敬
会
員
の
方
に

は
来
年
巳
年
の
初

詣
を
計
画
さ
れ
て

ゐ
る
と
思
ひ
ま
す

が
、
ど
う
か
ご
理

解
の
程
お
願
ひ
し

ま
す
。
そ
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
次

号
に
て
掲
載
し
ま

す
。

【
社
報
で
推
薦
し
た
図
書
一
覧
】

令
和
五
年
十
一
月
～
令
和
六
年
六
月

○
「
感
動
の
履
歴
書
」
８
０
歳
・
現
役
科
学
者

山
本
尚
著
・
産
経
新
聞
社

○
「
イ
ン
ド
」
グ
ロ
ー
バ
ル･

サ
ウ
ス
の
超
大
国

近
藤
正
規
著･

中
公
新
書

○
「
興
国
と
亡
国
」
保
守
主
義
と
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム

岩
田
温
著
・
か
や
書
房

○
「
歴
代
天
皇
の
御
製
集
」
九
十
五
方
の
御
歌
を
読
む

国
民
文
化
研
究
会
編
著
・
致
知
出
版
社

○
「
尖
閣
１
９
４
５
」

門
田
隆
将
著
・
産
経
新
聞
社

○
「
空
か
ら
提
言
す
る
新
し
い
日
本
の
防
衛
」

～
日
本
の
安
全
を
ア
メ
リ
カ
に
丸
投
げ
す
る
な
～

織
田
国
男
著
・
ワ
ニ
プ
ラ
ス

○
「
真･

保
守
論
」
國
體
の
神
髄
と
は
何
か

馬
淵
睦
夫
著
・
徳
間
書
店

○
「
日
本
保
守
党
」
日
本
を
豊
か
に
、
強
く

百
田
尚
樹･

有
本
香
著
・
飛
鳥
新
社

○
「
古
事
記
」

池
澤
夏
樹

訳
・
河
出
文
庫

○
「
外
事
警
察
秘
録
」

北
村
滋
著
・
文
藝
春
秋

○
「
日
本
文
明
の
真
実
」
歴
史
の
大
ウ
ソ
を
打
破
す
る

武
田
邦
彦
著
・
ビ
ジ
ネ
ス
社

○
「
赤
と
青
の
ガ
ウ
ン
」
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
留
学
記

彬
子
女
王
著
・
Ｐ
Ｈ
Ｐ
文
庫

【
「
神
社
本
庁
史
稿
」
解
説
】（
十
五
）

《
津
市
地
鎮
祭
訴
訟
問
題
》

昭
和
四
十
年
一
月
八
日
、
三
重
県
津
市
の
日
本
共

産
党
市
議
会
議
員
に
、
市
長
か
ら
市
立
体
育
館
起
工

式
へ
の
招
待
状
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
招
待
状
を

受
け
取
つ
た
共
産
党
議
員
は
直
ち
に
津
地
方
裁
判
所

に
対
し
て
、
起
工
式
の
執
行
停
止
を
申
し
立
て
ま
し

た
。
神
式
で
行
は
れ
る
起
工
式
は
、
憲
法
二
十
条
に

禁
止
さ
れ
て
ゐ
る
宗
教
活
動
で
あ
り
、
信
教
の
自
由

が
侵
害
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
、
と
言
ふ
理
由
で
あ
り

ま
し
た
。
申
し
立
て
を
受
け
取
つ
た
津
地
裁
は
、
こ

れ
は
世
上
の
慣
例
に
過
ぎ
ず
、
案
内
状
を
受
け
て
も

参
列
す
る
法
的
義
務
を
負
ふ
も
の
で
は
な
い
か
ら
差

し
止
め
の
必
要
は
な
い
と
し
て
、
却
下
し
ま
し
た
。

予
定
通
り
に
地
鎮
祭
は
厳
粛
裡
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
共
産
党
市
議
は
、
こ
れ
に
対
し
て
市
の
監

査
委
員
に
監
査
請
求
を
提
出
し
ま
し
た
。
当
然
の
ご

と
く
、
同
委
員
は
「
津
市
が
本
起
工
式
を
行
つ
た
趣

旨
は
建
築
の
安
全
を
願
ふ
た
め
慣
習
と
し
て
行
つ
た

も
の
で
あ
り
、
無
効
を
確
認
す
る
必
要
は
な
い
」
と

の
監
査
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

こ
の
市
議
は
津
地
方
裁
判
所
に
本
訴
に
及
ん
だ
の
で

し
た
。
そ
し
て
、
二
ヶ
年
に
わ
た
る
審
査
の
結
果
、

津
地
裁
は
「
体
育
館
起
工
式
地
鎮
祭
の
挙
行
を
以
て

憲
法
違
反
で
は
な
い
」
と
結
論
し
、
原
告
の
訴
へ
全

部
を
却
下
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
共
産
党
市
議
は
尚
も
名
古
屋
高

等
裁
判
所
へ
控
訴
し
ま
し
た
。
結
果
は
、
第
二
審
判

決
に
お
い
て
は
、
こ
の
地
鎮
祭
（
起
工
式
）
は
全
面

的
違
憲
判
決
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
異
常
な
状
況
と

な
つ
た
理
由
は
、
当
時
国
会
に
お
い
て
靖
国
神
社
国

家
護
持
問
題
が
大
き
く
取
り
あ
げ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
靖
国
神
社
の
国
家
護
持
に
反
対

す
る
勢
力
は
、
こ
の
津
市
の
地
鎮
祭
訴
訟
に
着
目
し
、

共
産
市
議
を
支
援
す
る
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
、
靖
国

神
社
国
家
護
持
へ
の
道
を
開
く
こ
と
に
な
る
と
の
考

へ
方
に
よ
り
、
左
翼
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
一
部
と
、

憲
法
学
者･

宗
教
学
者

等
を
動
員
す
る
な
ど

し
て
、
マ
ス
コ
ミ
へ

も
働
き
か
け
た
結
果

が
、
こ
の
や
う
な
違

憲
判
決
が
言
ひ
渡
さ

れ
る
こ
と
に
な
つ
た

の
で
し
た
。《

続
く
》
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【
神
社
崇
敬
会
の
活
動
予
定
】

○

令
和
五
年
度
の
会
計
監
査

六
月
二
十
五
日
（
火
）
十
一
時
か
ら

○

令
和
六
年
度
役
員
会

七
月
六
日(

土)

十
一
時
か
ら

《
今
年
度
の
寄
進
は･

･
･

》

今
年
度
の
崇
敬
会
か
ら
神
社
へ
の
寄
進
に
つ
い
て

は
、
七
月
六
日
の
役
員
会
に
て
決
定
さ
れ
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
候
補
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
は
、

次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

・
大
幟
旗
一
対

・
境
内
地
の
整
備
（
植
樹
等
）

・
防
犯
カ
メ
ラ
の
追
加
設
置

・
拝
殿
土
台
の
修
繕

以
上
の
四
つ
の
こ

と
に
つ
い
て
、
役
員

会
で
検
討
し
て
貰
ひ

ま
す
。
会
員
の
方
で
、

ご
意
見
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
神
社
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
れ
ば

有
り
難
い
で
す
。

【
拝
殿
の
天
井
画
に
加
筆
】

令
和
二
年
三
月
、
美
術
家
で
広
島
女
学
院
大
学
の

三

桝

正

典

教

授

制

作

に

よ

る

天

井

画

が

こ

の

六

月

に

加

筆

さ

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

今

年

の

六

月

十

五

日

に

は

完

成

す

る

崇敬者数
〈令和６年5月末現在〉

３０３個人と法人
・個人＝２８１人

・法人＝ ２２団体

令和５年度の会計報告は12月発

行の21号に掲載します。

予
定
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
十
二
月
で
鎮
座
よ
り
ち

ょ
う
ど
十
二
周
年
を
迎
へ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
記

念
と
し
て
の
加
筆
と
な
り
ま
す
。

何
が
加
筆
さ
れ
る
か
は
次
号
の
十
二
月
の
会
報
に

て
の
お
楽
し
み
と
し
て
下
さ
い
ま
せ
。

尚
、
三
桝
先
生
に
よ
る
「
参
拝
記
念
画
」
の
第
四
弾

を
現
在
社
務
所
に
て
一
幅
二
千
円
で
授
与
し
て
ゐ
ま

す
の
で
、
御
希
望
の
会
員
の
方
が
居
ら
れ
ま
し
た
ら
、

神
社
社
務
所
ま
で
ご
一
報
下
さ
れ
ば
郵
送
致
し
ま
す
。

尚
、
送
料
共
事
前
に
て
お
納
め
と
な
り
ま
す
。

作
品
は
す
べ
て
手

描
き
に
て
同
じ
作
品

は
あ
り
ま
せ
ん
。
額
に

て
装
丁
す
れ
ば
壁
掛

け
に
最
適
で
す
。

送
料
は
二
百
円
で
す

〈
Ａ
６
判
の
大
き
さ
〉

【
奉
職
職
員
の
紹
介
】

黒
杭

譲
（
昭
和
三
十
七
年
生
）

く
ろ
く
い

ゆ
ず
る

客
神
社
宮
司
（
本
務
）
五
所
神
社
・
宇
津

神
社
宮
司
（
兼
務
）
、
山
口
県
神
社
庁
岩

国
支
部
副
会
長
、
支
部
東
分
会
長
、
県
教

育
関
係
神
職
協
議
会
事
務
局
長
。

昭
和
六
十
年
國
學
院
大
學
神
道
学
科
卒
、

令
和
四
年
岩
国
市
立
灘
小
学
校
校
長
退
職
、

令
和
六
年
当
神
社
助
勤
。

令
和
六
年
度
岩
國
白
蛇
神
社
祭
典･
行
事
予
定

【
四
月
】

十
一
日(

木)

月
次
祭
、
二
十
三
日(

火)

月
次
祭
、

二
十
九
日(

月)

昭
和
祭

【
五
月
】五

日(

日)

月
次
祭
、
十
一
日(

土)

総
代
会
、

二
十
九
日(

火)

月
次
祭

【
六
月
】十

日(

月)

月
次
祭
、
二
十
二
日(

土)

月
次
祭
、

三
十
日(

日)

夏
越
し
大
祓

【
七
月
】

四
日(

月)

月
次
祭
、
六
日(

土)

崇
敬
会
役
員
会
、

二
十
八
日(

日)

月
次
祭

【
八
月
】

四
日(

日)

大
掃
除･

第
一
回
巳
年
対
策
委
員
会
、

九
日(

金)

月
次
祭
、
十
六
日(

金)

白
蛇
供
養
祭
、

二
十
一
日(

水)

月
次
祭

【
九
月
】

二
日(

月)

月
次
祭
、
二
十
六
日(

木)

月
次
祭

【
十
月
】八

日(

火)

月
次
祭
、
十
二
日(

土)

マ
ウ
ス
供
養

祭
、
十
七
日(

木)

神
宮
神
嘗
奉
祝
祭
、

二
十
日(

日)

月
次
祭

【
十
一
月
】

一
日(

金)

月
次
祭
、
三
日(

日)

明
治
祭
、

二
十
三
日(

土)

新
嘗
祭
、

二
十
五
日(

月)

月
次
祭

【
十
二
月
】

七
日(

土)

月
次
祭
、
八
日(

日)

大
掃
除
、
巳
年

対
策
委
員
会
、
大
絵
馬
の
奉
納
、

十
六
日(

月)

例
祭

三
十
一
日(

火)

月
次
祭･

年
越
し
大
祓

《
令
和
七
年
》
巳
年

【
一
月
】

一
日(

水)

歳
旦
祭
、
三
日

(

金)

元
始
祭
、

十
二
日(

日)

月
次
祭
、

二
十
四
日(

金)

月
次
祭
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【
二
月
】二

日(

日)

節
分
祭
、
五
日(

水)

月
次
祭
、
十
一

日(

火)

紀
元
節
祭
、
十
七
日(

月)

祈
年
祭･

月
次

祭
、
二
十
三
日(

日)

天
長
節
祭

【
三
月
】

一
日(

土)

月
次
祭
、
二
十
五
日(

火)

月
次
祭

《
白
蛇
に
ま
つ
は
る
思
ひ
出
》
紹
介

『
白
蛇
へ
の
想
い
』

八
百
屋

操
子

私

が

今

津

の

住

人

に

な

り

ま

し

て

半

世

紀

、

も

う

屋

敷

の

中

で

白

蛇

を

見

る

こ

と

は

あ

り

ま

せ

ん

。

結

婚

当

初

は

冬

で

し

た

の

で

白

蛇

の

姿

は

見

か

け

ま

せ

ん
で
し
た
が
、

春

先

に

な

り

ま

す

と

、

店

を
始
め
よ
う
と
す
る
と
、
部
屋
や
台
所
、
庭
に
つ
づ

く
酒
蔵
と
、
い
た
る
所
で
ニ
ョ
ロ
ニ
ョ
ロ
と
我
が
物

顔
に
這
い
回
り
ま
す
。
家
人
は
小
さ
な
弟
達
ま
で
少

し
も
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
奇
声
を
あ
げ
る
の
は
私
だ

け
で
し
た
。

夏
中
は
蚊
帳
か
ら
出
ま
す
時
は
、
裾
の
方
に
「
ど

ぐ
ろ
」
を
巻
い
て
い
る
白
蛇
を
ふ
ま
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
た
も
の
で
す
。
夜
半
、
物
音
に
目
を
覚
ま
す

と
、
鴨
居
を
大
き
な
白
蛇
が
這
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
暑
い
日
に
は
庭
の
池
を
ち
ょ
っ
と
鎌
首

を
も
た
げ
て
、
す
い
す
い
と
泳
ぎ
、
松
に
の
ぼ
っ
て

ゆ
っ
く
り
と
動
か
ず
休
む
さ
ま
は
心
な
ご
む
思
い
で

し
た
。
冬
眠
に
入
る
の
は
夜
な
の
で
し
ょ
う
か
見
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
春
に
な
っ
て
庭
に
多
く
の
穴

が
で
き
た
の
が
見
ら
れ
、
場
所
を
知
り
ま
し
た
。

今
の
寿
橋
は
土
手
が
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

昔
は
屋
敷
の
方
が
二
間
近
く
高
く
長
い
長
い
石
垣
が

続
い
て
お
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
小
道
を
ま
た
い
で
、

が
ん
ぎ
石
畳
が
川
に
続
い
て
お
り
、
白
蛇
の
棲
息
に

は
最
適
な
条
件
が
そ
ろ
い
、
自
然
の
中
で
繁
殖
し
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
戦
後
、
道
路
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

に
な
っ
て
ゆ
き
、
河
岸
は
百
年
の
計
と
か
で
石
垣
は

埋
め
立
て
ら
れ
、
も
の
も
の
し
い
護
岸
工
事
で
何
の

風
情
も
な
く
、
無
表
情
の
川
と
な
り
ま
し
た
。
機
械

化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
店
の
中
の
土
間
に
も
コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
張
ら
れ
、
白
蛇
は
段
々
と
息
苦
し
く
、
棲

み
場
を
追
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

家
族
の
中
で
は
、

母
と
私
が
白
蛇
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

子
供
は
小
さ
い
時
か
ら
恐
れ
も
せ
ず
持
ち
歩
い
て
い

ま
し
た
。
実
に
お
だ
や
か
な
面
相
と
、
や
さ
し
い
赤

い
目
で
、
お
と
な
し
い
性
質
で
し
た
。
庭
の
一
角
に

小
さ
な
神
殿
が
初
代
の
こ
ろ
建
て
ら
れ
、
「
宇
迦
神

様
」
と
申
し
守
護
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

毎
年
、
旧
暦
の
四
月
二
十
三
日
が
例
祭
日
で
、
神
主

を
迎
え
、
海
の
幸
、

山
の
幸
を
献
じ
て

お
祭
り
い
た
し
ま

す
。
又
、
白
龍
大

明
神
の
碑
も
建
て

ら
れ
、
白
蛇
様
の

ご
加
護
を
祈
念
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

白
蛇
が
出
ま
す
と

家
の
者
は
拍
手
を

打
ち
、
恙
な
き
日

の
お
礼
を
申
し
て
お
り
ま
し
た
。
《
続
く
》

［
昭
和
六
十
一
年
発
刊
歌
文
集
「
今
津
」
よ
り
］

【
巳
年
を
迎
へ
る
に
あ
た
つ
て
の
お
願
ひ
】

岩
國
白
蛇
神
社
は
今
か
ら
十
二
年
前
辰
年
の
平

成
二
十
四
年
十
二
月
に
鎮
座
大
祭
を
斎
行
し
、
創
建

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
十
七
日
後
に
巳
年
を
迎
へ
ま

し
た
。
正
月
三
が
日
に
は
お
よ
そ
二
万
人
の
初
詣
が

あ
り
ま
し
た
。

住
宅
街
で
あ
る
た
め
、
多
く
の
参
拝
の
方
々
に
駐

車
場
の
件
で
大
変
な
ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
し

た
。来

年
令
和
七
年
正
月
も
多
く
の
参
詣
者
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
よ
つ
て
、
今
度
も
約
八
百
㍍
離
れ
て
ゐ
る

麻
里
布
小
学
校
の
校
庭
（
運
動
場
）
を
お
借
り
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
不
便
と
は
思
ひ
ま
す
が
、
ご
理

解
の
程
お
願
ひ
申
し
あ
げ
る
次
第
で
す
。

市

麻
里
布
小
学
校

役

国

市
民
会
館

所

道

◎

２号

山
手
町

線

中
央
フ
ー
ド

室
の
木
町

フ
レ
ス
タ
モ
ー
ル

(

ス
ー
パ
ー)

ガ
ジ
ル

神
社

岩
徳
線

長
山
公
園

※
神
社
の
下
に
あ
る
駐
車
場
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
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